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臨床研究へのご協力のお願い 

 

東京医科大学病院緩和医療部では、下記の臨床研究を東京医科大学医学倫理審査委員会

の審査を受け、学長の許可のもと実施いたしますので、研究の趣旨をご理解いただきご協力

をお願いいたします。 

この研究の実施にあたっては患者さんの新たな負担(費用や検査など)は一切ありません。

また個人が特定されることのないように個人のプライバシーの保護には最善を尽くします。 

この研究の計画や研究の方法について詳しくお知りになりたい場合や、この研究にカルテ

情報を利用することを了解いただけない場合などは、下記の「問い合わせ先」へご連絡くださ

い。不参加のお申し出があった場合も、患者さんに診療上の不利益が生じることはありませ

ん。ご連絡がない場合には、ご同意をいただいたものとして研究を実施させていただきます。 

 

 [研究名称]   

後方視的研究による東京医科大学病院緩和ケアチームの取り組み 

[研究の背景] 

 がん対策基本法に基づき、平成 19 年（2007 年）に第一次がん対策推進基本計画が策定され、以後 5

年ごとに対策推進基本計画の見直しが行われています。その中でも緩和ケアの診断時からの介入やラ

イフステージに応じた緩和ケアの支援が求められています。 

 東京医科大学緩和医療部、緩和ケアチームでは治療主科と協力し、治療開始後からがん患者さんの

ニードに応えて、治療を支える目的で、症状コントロールや治療によって生じた副作用対策を行ってきま

した。また切れ目のない緩和ケアを提供する目的で、終末期のケアや療養場所の選択に関する意思決

定支援にも関わっています。 

[研究の目的] 

がん診療連携拠点病院である東京医科大学病院において、緩和医療部、緩和ケアチーム

が果たしてきた役割、どのような役割を求められどのような役割を果たしてきたのかを検証す

ることで、緩和ケアチームの活動が患者・家族の生活の質の向上に貢献するかどうかを明ら

かにすることを本研究の目的としました。 

[研究の方法]  

●対象となる方 

 電子カルテが東京医科大学病院に導入された 2014 年 10 月から 2021 年 11 月 30 日までに東京医

科大学病院緩和医療部、緩和ケアチームが介入した患者さんを対象とします。 

選択基準 

 治療主科の医師、看護師などの医療スタッフ、もしくは患者さんやご家族からの依頼によって緩和ケ
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アチームに紹介された患者さんを対象とします。 

 

  

●研究期間 

 研究許可日 ～  

 

●利用するカルテ情報 

 電子カルテに記載された内容、医師・看護師その他の医療従事者の記載事項や検査所見などを用い

た後方視的な探索的臨床研究を行います。 

 

●情報の管理 

研究によって得た情報は、施錠可能な場所（緩和医療部）で管理下にあるコンピュータに

保管し、5 年間保存した後に適切に破棄します。 

 

診療科（部署）名 緩和医療部 

情報の管理者名 

（研究責任者または研究分担者） 

田上 正 

（研究分担者） 

 

[研究組織] 

 診療科（部署） 職名 氏名 研究における役割 

研究責任者 緩和医療部 部長 濱田 宏 研究総括 

研究分担者 

 

緩和医療部 

緩和医療部 

緩和医療部 

緩和医療部 

乳腺科 

呼吸器外科 

 田上 正 

齊藤 理 

遠藤光史 

倉地聡子 

河手敬彦 

大平達夫 

情報管理 

データ収集、解析 

データ収集、解析 

データ収集、解析 

データ収集、解析 

データ収集、解析 

 

[問い合わせ先]   

相談窓口 担当者名 濱田 宏 

住所 東京都新宿区西新宿 6-7-1 

施設名 東京医科大学病院 

診療科（部署） 緩和医療部 

電話番号 03-3342-6111 

 

 

2022 年 3 月 31 日 


